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イオマゼニルSPECTの有用性と応用 
　中枢性ベンゾジアゼピン受容体に結合するSPECT用トレーサーであるイオマゼニルは、てんかん焦点においてその集積が低

下する事が知られており、近年外科的治療の対象となる難治性てんかん患者に対する焦点検索の目的で臨床に多く用いられる

ようになってきている。しかし、大脳灰白質の萎縮、生理的な灰白質密度の左右差等の形態的な変化の影響を強く受け、焦点検

索能力が低下する。本セミナーでは、イオマゼニルSPECT画像を大脳灰白質分布に基づく部分容積効果補正によって、難治性

てんかん症例における発作焦点の検索能力が改善する事が呈示され、本法の焦点切除術への貢献について紹介していただく。

QSPECTによる脳血流測定 
　Japanese EC-IC bypass trial（JET-Study）にて、血行力学的脳虚血例（Stage2）においては、外科的治療により再発が

抑制されると報告された。また近年頚動脈狭窄症に対してCEAやCASが行われるようになり、術後の過灌流を予測するために

術前の脳血管反応性の評価が重要であると指摘されている。いずれの場合もDiamox負荷脳血流定量検査の役割は大きい。

飯田先生らによって開発されたQSPECTは定量性に優れ、DTARG法によって脳血流量と血管反応性が同日のうちに評価できる。

本セミナーではQSPECT&DTARG法の基礎的検討や臨床的有用性について紹介していただく。
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